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今月の
表紙

　3月1日、町内の小中学校で、GIGAスクール構想がスタートしました。GIGAスクール構想とは、
児童生徒にパソコンを整備するもので、自発的に学べる環境の実現を目指します。
　この新しい教育を活用した取り組みを9ページ（まちのわだい）に掲載しています。

1 人に 1台 パ
ソコン

　　新しい教育
スタイル はじ

まる！1人に 1台 パ
ソコン

　　新しい教育
スタイル はじ

まる！1人に 1台 パ
ソコン

　　新しい教育
スタイル はじ

まる！



輝
く
未
来  

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

Information
まちからの

お知らせ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

川
光
麗
愛（
矢
掛
小
）

岡
田
実
夢（
美
川
小
）

佐
藤
大
希（
三
谷
小
）

原
田
蒼
也（
山
田
小
）

栗
田
理
丘（
川
面
小
）

守
屋
結
人（
中
川
小
）

中
村
哲
也（
小
田
小
）

文
屋
　
葵（
矢
掛
中
）

平
　
瑛
斗（
小
北
中
）

　
町
で
は
、
井
笠
圏
域
３
市
２
町
で
設
置
し
て
い
た
協
議
会
の
体
制
を
見
直
し
、
令
和
２
年
４

月
に
「
矢
掛
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」
を
町
単
独
で
設
置
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
協
議
会
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
４
０
８
件
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
の
結
果
、「
あ
す
て
っ
ぷ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
愛
　称
　名
　
あ
す
て
っ
ぷ

●
考
　案
　者
　
辻
　
孝
明 

氏
（
大
阪
府
堺
市
）　

●
愛
称
の
意
味
　「
明
日
」
と
「Step

」
と
の
合
成
語
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
思
い
や
悩
み
に

向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
関
係
す
る
人
た
ち
と
共
に
未
来
に
向
け
て
歩
を
進
め
る
と
い
う
意
味

　
こ
の
愛
称
の
よ
う
に
、
協
議
会
で
は
障
が
い
当
事
者
や
地
域
の
関
係
者
で
、
障
が
い
に
対
す

る
課
題
を
話
し
合
い
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
一
歩
ず
つ
支
援
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１

　
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
園
）

　
☎（
82
）０
１
５
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
83
）３
０
１
１

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
中
の
関
西
大
学
１
年
生
　
三
宅

星
南
選
手
（
東
川
面
）
が
、
岡
山
・
香
川
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る「
Ｏ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
・

特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
」
で
個
人
・
岡
山
県
チ
ー
ム
と
も
に
優
勝
す
る
な
ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会  

愛
称「
あ
す
て
っ
ぷ
」決
定
！

　
小
川
大
右
氏
（
南
山
田
）
が
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
川
氏
は
、
昭
和
31
年
４
月
に
教
諭
と
し
て
小
北
中
学
校
に

奉
職
。
そ
の
後
、
矢
掛
中
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に

わ
た
る
学
校
教
育
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

叙
位
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

小
川 

大
右 

氏

第
４
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

Ｏ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
・
特
別
賞

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞
（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

中
本
　
結（
矢
掛
小
）

坪
井
杏
璃（
三
谷
小
）

木
村
絢
菜（
山
田
小
）

大
橋
輝
久（
川
面
小
）

信
長
留
衣（
中
川
小
）

近
藤
愛
里（
小
田
小
）

室
崎
真
央（
矢
掛
中
）

舩
橋
勇
人（
小
北
中
）

■
備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）
坪
井
政
信
・
三
宅
充
洋
・
時
松
健
二

■
井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

（
無
火
災
表
彰
）　
美
川
分
団
・
川
面
分
団

■
矢
掛
町
長
感
謝
状
贈
呈

（
無
火
災
感
謝
状
）　
美
川
地
区
自
治
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
川
面
地
区
自
治
協
議
会

（
退
団
幹
部
感
謝
状
）
立
川
人
士

■
矢
掛
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）
森
脇
照
雄
・
堀
　
拓
馬
・
石
山
和
孝

　
　
　
　 

田
尻
和
久
・
竹
内
達
也
・
小
坂
竜
大

　
　
　
　 

津
尾
始
宏
・
平
井
秀
治
・
岡
本
啓
助

　
　
　
　 

佐
伯
淳
成
・
森
定
浩
之
・
岡
野
和
弘

　
　
　
　 

武
本
洋
二
・
藤
永
浩
次
・
阿
部
諭
之

　
　
　
　 

植
田
誠
幸
・
佐
藤
功
志
郎
・
春
名
宏
明

　
　
　
　 

川
上
幸
一
・
立
間
邦
明
・
中
原
　
崇

■
矢
掛
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）
髙
岡
典
生
・
大
嵩
勇
人
・
坂
川
岳
史

　
　
　
　 

藤
井
将
大
・
武
井
智
亮
・
竹
内
洋
一

　
　
　
　 

中
嶋
　
浩
・
津
尾
亜
紀
夫
・
田
中
秀
顕

　
　
　
　 

平
野
滋
久
・
浅
田
秀
昭
・
田
口
貴
雄

　
　
　
　 

峰
山
侑
士
・
今
井
　
守
・
梶
田
悠
輔

　
　
　
　 

石
井
伸
弥
・
井
上
　
聡
・
多
賀
一
平

　
　
　
　 

森
谷
昌
展
・
中
嶋
毅
人
・
江
本
純
一

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
消
防
団
出
初
式
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
３
月
７
日
に
表
彰
状
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年 

消
防
表
彰
の
受
賞
者
を
紹
介
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
令
和
３
年
３
月
受
章
予
定
）

（
功
績
章
）　
中
本
雄
二

■
岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）　
藤
田
昌
弘

■
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）
山
本
　
勝
・
田
丸
幸
春

（
表
彰
章
）
石
井
亮
太
郎
・
藤
田
健
一
・
田
中
達
也

　
　
　
　 

池
田
　
勝
・
妹
尾
将
司
・
石
井
量
三

　
　
　
　 

金
光
伴
積

（
精
勤
章
）
田
尻
洋
士
・
岡
田
慶
介
・
中
田
裕
也

　
　
　
　 

妹
尾
将
司
・
阿
部
諭
之
・
坪
井
　
優

　
　
　
　 

奥
村
満
洋
・
川
村
祐
昭

（
青
年
章
）
門
野
敏
之
・
森
本
祥
行

令
和
３
年
消
防
関
係
表
彰

↑無火災表彰（美川分団・川面分団）

振
興
計
画
審
議
会
が
答
申

　
２
月
８
日
、
矢
掛
町
振
興
計
画
審
議
会
（
鳥
越
良
光
会
長
）
は

令
和
３
年
度
〜
７
年
度
の
第
６
次
矢
掛
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
を
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
昨
年
９
月
30
日
に
諮
問
を
受
け
、
計
４
回
開
催
。
さ

ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
や
、
住
民
・
中

高
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
５
つ
の
重
点
目
標
と

８
つ
の
基
本
目
標
で
構
成
さ
れ
る
本
計
画
に
基
づ
き
、
町
の
将
来

像
で
あ
る
「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
　
か
い
て
き
で
　
げ
ん
き
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
、

健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
が
答
申

　
２
月
18
日
、
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
委
員
会
（
土
田
正
雄
委
員
長
）
は
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
の
町
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
ま
と
め
、
山
野
町
長
へ
答
申
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
が
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
日
、
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
（
名
部
誠
委

員
長
）も
山
野
町
長
へ
答
申
を
行
い
ま
し
た
。健
康
づ
く
り
や
自
殺
対
策
、

食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
が
答
申

　
２
月
４
日
、
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
（
土
田
正
雄
委
員
長
）
は
、「
第
８
期
矢
掛

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
お
よ
び
「
第
６
期
矢
掛
町
障
害
福
祉
計
画
・

第
２
期
矢
掛
町
障
害
児
福
祉
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
を
し
ま
し
た
。
安
心
・

安
全
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
と「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
答
申

　
２
月
22
日
、
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
（
松
井
康
弘
会
長
）
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

詩短 

歌
俳 

句
川 

柳
随
筆
・
童
話
・
作
文

自 

由
（
一
般
）
長
谷
川
浮
二
子
（
18
歳
以
下
）
室
　
美
空
（
矢
掛
小
）

（
一
般
）
吉
岡
正
江
　
　
（
18
歳
以
下
）
守
屋
雅
人
（
矢
掛
高
）

（
一
般
）
長
代
英
雄
　
　
（
18
歳
以
下
）
塚
𠩤
明
花
（
矢
掛
中
）

（
一
般
）
田
中
ケ
イ
子
　
（
18
歳
以
下
）
妹
尾
璃
虹
（
山
田
小
）

　
　
　
　
　（
一
般
）
藤
井
里
美
　
　（
18
歳
以
下
）
三
宅
由
華
（
小
田
小
）

（
一
般
）
村
木
美
晴
　
　
（
18
歳
以
下
）
山
部
優
心
（
矢
掛
高
）

入　選
詩短 

歌
俳 

句
（
一
般
）
昼
田
公
子
　
（
18
歳
以
下
）
原
田
　
光（
山
田
小
）、

川
井
悠
大（
山
田
小
）、
中
西
愛
心（
山
田
小
）

（
一
般
）
渡
邉
田
鶴
子
（
18
歳
以
下
）
原
田
蒼
也（
山
田
小
）、

佐
藤
愛
華（
矢
掛
中
）

（
一
般
）
浅
野
加
津
子
、
柏
原
茂
子

（
18
歳
以
下
）
齋
藤
栄
翔（
小
田
小
）、
小
林
大
樹（
中
川
小
）、

阿
邉
昊
祐（
矢
掛
小
）、
佐
伯
源
太（
矢
掛
小
）、

山
岡
悠
翔（
矢
掛
小
）、
妹
尾
紅
葉（
山
田
小
）、

山
室
結
希（
川
面
小
）、
西
岡
柚
羽（
小
田
小
）、

佳　作

佳　作
川 

柳
随
筆
・
童
話
・
作
文

自 

由

三宅星南選手
（東川面）

↑岡山県知事表彰の伝達の様子

岡
田
実
夢（
美
川
小
）、
房
野
翔
大（
三
谷
小
）、
則
信
宙
流（
山
田
小
）、

土
屋
香
琳（
小
田
小
）、
妹
尾
碧
士（
矢
掛
中
）、
文
屋
　
葵（
矢
掛
中
）、

池
田
雅
展（
矢
掛
高
）

（
一
般
）内
田
富
子
、山
元
知
枝
　（
18
歳
以
下
）室
　
美
空（
矢
掛
小
）、横
田
優
真（
山

田
小
）、
藤
岡
星
羅（
矢
掛
中
）

　
　
　
　
　（
一
般
）
江
口
貞
夫
、
岡
田
昌
子
　（
18
歳
以
下
）
片
岡
美
咲（
山
田
小
）

（
一
般
）清
水
賢
二
郎
　（
18
歳
以
下
）坪
井
美
來（
美
川
小
）、井
手
結
月（
矢
掛
高
）、

多
賀
孝
弘（
矢
掛
高
）、
藤
井
敦
也（
矢
掛
高
）

2令和３年３月号
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Information
まちからの

お知らせ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

川
光
麗
愛（
矢
掛
小
）

岡
田
実
夢（
美
川
小
）

佐
藤
大
希（
三
谷
小
）

原
田
蒼
也（
山
田
小
）

栗
田
理
丘（
川
面
小
）

守
屋
結
人（
中
川
小
）

中
村
哲
也（
小
田
小
）

文
屋
　
葵（
矢
掛
中
）

平
　
瑛
斗（
小
北
中
）

　
町
で
は
、
井
笠
圏
域
３
市
２
町
で
設
置
し
て
い
た
協
議
会
の
体
制
を
見
直
し
、
令
和
２
年
４

月
に
「
矢
掛
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」
を
町
単
独
で
設
置
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
協
議
会
の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
４
０
８
件
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
の
結
果
、「
あ
す
て
っ
ぷ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
愛
　称
　名
　
あ
す
て
っ
ぷ

●
考
　案
　者
　
辻
　
孝
明 

氏
（
大
阪
府
堺
市
）　

●
愛
称
の
意
味
　「
明
日
」
と
「Step

」
と
の
合
成
語
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
思
い
や
悩
み
に

向
き
合
う
だ
け
で
な
く
、
関
係
す
る
人
た
ち
と
共
に
未
来
に
向
け
て
歩
を
進
め
る
と
い
う
意
味

　
こ
の
愛
称
の
よ
う
に
、
協
議
会
で
は
障
が
い
当
事
者
や
地
域
の
関
係
者
で
、
障
が
い
に
対
す

る
課
題
を
話
し
合
い
、
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
一
歩
ず
つ
支
援
体
制
の
整

備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
８
１

　
町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
園
）

　
☎（
82
）０
１
５
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
83
）３
０
１
１

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
活
躍
中
の
関
西
大
学
１
年
生
　
三
宅

星
南
選
手
（
東
川
面
）
が
、
岡
山
・
香
川
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る「
Ｏ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
・

特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季

大
会
」
で
個
人
・
岡
山
県
チ
ー
ム
と
も
に
優
勝
す
る
な
ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

町
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会  

愛
称「
あ
す
て
っ
ぷ
」決
定
！

　
小
川
大
右
氏
（
南
山
田
）
が
こ
の
た
び
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
小
川
氏
は
、
昭
和
31
年
４
月
に
教
諭
と
し
て
小
北
中
学
校
に

奉
職
。
そ
の
後
、
矢
掛
中
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に

わ
た
る
学
校
教
育
へ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

叙
位
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

小
川 

大
右 

氏

第
４
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

Ｏ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
賞
・
特
別
賞

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞
（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

中
本
　
結（
矢
掛
小
）

坪
井
杏
璃（
三
谷
小
）

木
村
絢
菜（
山
田
小
）

大
橋
輝
久（
川
面
小
）

信
長
留
衣（
中
川
小
）

近
藤
愛
里（
小
田
小
）

室
崎
真
央（
矢
掛
中
）

舩
橋
勇
人（
小
北
中
）

■
備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

（
表
彰
章
）
坪
井
政
信
・
三
宅
充
洋
・
時
松
健
二

■
井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

（
無
火
災
表
彰
）　
美
川
分
団
・
川
面
分
団

■
矢
掛
町
長
感
謝
状
贈
呈

（
無
火
災
感
謝
状
）　
美
川
地
区
自
治
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
川
面
地
区
自
治
協
議
会

（
退
団
幹
部
感
謝
状
）
立
川
人
士

■
矢
掛
町
長
表
彰

（
表
彰
章
）
森
脇
照
雄
・
堀
　
拓
馬
・
石
山
和
孝

　
　
　
　 

田
尻
和
久
・
竹
内
達
也
・
小
坂
竜
大

　
　
　
　 

津
尾
始
宏
・
平
井
秀
治
・
岡
本
啓
助

　
　
　
　 

佐
伯
淳
成
・
森
定
浩
之
・
岡
野
和
弘

　
　
　
　 

武
本
洋
二
・
藤
永
浩
次
・
阿
部
諭
之

　
　
　
　 

植
田
誠
幸
・
佐
藤
功
志
郎
・
春
名
宏
明

　
　
　
　 

川
上
幸
一
・
立
間
邦
明
・
中
原
　
崇

■
矢
掛
町
消
防
団
長
表
彰

（
表
彰
章
）
髙
岡
典
生
・
大
嵩
勇
人
・
坂
川
岳
史

　
　
　
　 

藤
井
将
大
・
武
井
智
亮
・
竹
内
洋
一

　
　
　
　 

中
嶋
　
浩
・
津
尾
亜
紀
夫
・
田
中
秀
顕

　
　
　
　 

平
野
滋
久
・
浅
田
秀
昭
・
田
口
貴
雄

　
　
　
　 

峰
山
侑
士
・
今
井
　
守
・
梶
田
悠
輔

　
　
　
　 

石
井
伸
弥
・
井
上
　
聡
・
多
賀
一
平

　
　
　
　 

森
谷
昌
展
・
中
嶋
毅
人
・
江
本
純
一

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
消
防
団
出
初
式
が
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
３
月
７
日
に
表
彰
状
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年 

消
防
表
彰
の
受
賞
者
を
紹
介
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
令
和
３
年
３
月
受
章
予
定
）

（
功
績
章
）　
中
本
雄
二

■
岡
山
県
知
事
表
彰

（
優
良
消
防
団
員
章
）　
藤
田
昌
弘

■
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
労
章
）
山
本
　
勝
・
田
丸
幸
春

（
表
彰
章
）
石
井
亮
太
郎
・
藤
田
健
一
・
田
中
達
也

　
　
　
　 

池
田
　
勝
・
妹
尾
将
司
・
石
井
量
三

　
　
　
　 

金
光
伴
積

（
精
勤
章
）
田
尻
洋
士
・
岡
田
慶
介
・
中
田
裕
也

　
　
　
　 

妹
尾
将
司
・
阿
部
諭
之
・
坪
井
　
優

　
　
　
　 

奥
村
満
洋
・
川
村
祐
昭

（
青
年
章
）
門
野
敏
之
・
森
本
祥
行

令
和
３
年
消
防
関
係
表
彰

↑無火災表彰（美川分団・川面分団）

振
興
計
画
審
議
会
が
答
申

　
２
月
８
日
、
矢
掛
町
振
興
計
画
審
議
会
（
鳥
越
良
光
会
長
）
は

令
和
３
年
度
〜
７
年
度
の
第
６
次
矢
掛
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
を
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
は
昨
年
９
月
30
日
に
諮
問
を
受
け
、
計
４
回
開
催
。
さ

ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
や
、
住
民
・
中

高
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
５
つ
の
重
点
目
標
と

８
つ
の
基
本
目
標
で
構
成
さ
れ
る
本
計
画
に
基
づ
き
、
町
の
将
来

像
で
あ
る
「
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
　
か
い
て
き
で
　
げ
ん
き
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
、

健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
が
答
申

　
２
月
18
日
、
矢
掛
町
地
域
福
祉
計
画
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
委
員
会
（
土
田
正
雄
委
員
長
）
は
令
和
３
年
度
〜
７
年
度
の
町
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
ま
と
め
、
山
野
町
長
へ
答
申
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
が
支
え
合
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
日
、
健
康
や
か
げ
21
・
食
育
推
進
計
画
策
定
委
員
会
（
名
部
誠
委

員
長
）も
山
野
町
長
へ
答
申
を
行
い
ま
し
た
。健
康
づ
く
り
や
自
殺
対
策
、

食
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
が
答
申

　
２
月
４
日
、
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
（
土
田
正
雄
委
員
長
）
は
、「
第
８
期
矢
掛

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
お
よ
び
「
第
６
期
矢
掛
町
障
害
福
祉
計
画
・

第
２
期
矢
掛
町
障
害
児
福
祉
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
を
し
ま
し
た
。
安
心
・

安
全
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
と「
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
答
申

　
２
月
22
日
、
町
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
（
松
井
康
弘
会
長
）
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
山
野
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

詩短 

歌
俳 

句
川 

柳
随
筆
・
童
話
・
作
文

自 

由
（
一
般
）
長
谷
川
浮
二
子
（
18
歳
以
下
）
室
　
美
空
（
矢
掛
小
）

（
一
般
）
吉
岡
正
江
　
　
（
18
歳
以
下
）
守
屋
雅
人
（
矢
掛
高
）

（
一
般
）
長
代
英
雄
　
　
（
18
歳
以
下
）
塚
𠩤
明
花
（
矢
掛
中
）

（
一
般
）
田
中
ケ
イ
子
　
（
18
歳
以
下
）
妹
尾
璃
虹
（
山
田
小
）

　
　
　
　
　（
一
般
）
藤
井
里
美
　
　（
18
歳
以
下
）
三
宅
由
華
（
小
田
小
）

（
一
般
）
村
木
美
晴
　
　
（
18
歳
以
下
）
山
部
優
心
（
矢
掛
高
）

入　選
詩短 

歌
俳 

句
（
一
般
）
昼
田
公
子
　
（
18
歳
以
下
）
原
田
　
光（
山
田
小
）、

川
井
悠
大（
山
田
小
）、
中
西
愛
心（
山
田
小
）

（
一
般
）
渡
邉
田
鶴
子
（
18
歳
以
下
）
原
田
蒼
也（
山
田
小
）、

佐
藤
愛
華（
矢
掛
中
）

（
一
般
）
浅
野
加
津
子
、
柏
原
茂
子

（
18
歳
以
下
）
齋
藤
栄
翔（
小
田
小
）、
小
林
大
樹（
中
川
小
）、

阿
邉
昊
祐（
矢
掛
小
）、
佐
伯
源
太（
矢
掛
小
）、

山
岡
悠
翔（
矢
掛
小
）、
妹
尾
紅
葉（
山
田
小
）、

山
室
結
希（
川
面
小
）、
西
岡
柚
羽（
小
田
小
）、

佳　作

佳　作
川 

柳
随
筆
・
童
話
・
作
文

自 

由

三宅星南選手
（東川面）

↑岡山県知事表彰の伝達の様子

岡
田
実
夢（
美
川
小
）、
房
野
翔
大（
三
谷
小
）、
則
信
宙
流（
山
田
小
）、

土
屋
香
琳（
小
田
小
）、
妹
尾
碧
士（
矢
掛
中
）、
文
屋
　
葵（
矢
掛
中
）、

池
田
雅
展（
矢
掛
高
）

（
一
般
）内
田
富
子
、山
元
知
枝
　（
18
歳
以
下
）室
　
美
空（
矢
掛
小
）、横
田
優
真（
山

田
小
）、
藤
岡
星
羅（
矢
掛
中
）

　
　
　
　
　（
一
般
）
江
口
貞
夫
、
岡
田
昌
子
　（
18
歳
以
下
）
片
岡
美
咲（
山
田
小
）

（
一
般
）清
水
賢
二
郎
　（
18
歳
以
下
）坪
井
美
來（
美
川
小
）、井
手
結
月（
矢
掛
高
）、

多
賀
孝
弘（
矢
掛
高
）、
藤
井
敦
也（
矢
掛
高
）

3 令和３年３月号



矢掛病院　村上正和院長に聞きました

新型コロナウイルスのワクチン接種について
　　　町民の皆さんに知ってほしいこと（3月9日現在）
新型コロナウイルスのワクチン接種について
　　　町民の皆さんに知ってほしいこと（3月9日現在）

●新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)とは？
　2019年末頃、中国の武漢市を中心に原因不明の肺炎ウイルスが報告されました。その後、数か月で日本を含
む全世界にパンデミックを引き起こした原因ウイルスが「新型コロナウイルス」です。このウイルスによって
引き起こされるのが「COVID-19（新型コロナウイルス感染症）」です。
　症状としては、無症状から風邪のような症状（発熱、倦怠感、咳、味覚異常）が多く、重症化する頻度は高
くはないのですが、一部、肺炎や呼吸困難、血栓症など、重症化することがあります。特に、高齢者や基礎疾
患（例：糖尿病、心不全、肺気腫や喘息等の呼吸器疾患）をお持ちの人は重症化リスクが高まると報告されて
います。また、病気になったあとの後遺障害も問題となっています。

保健福祉課からのお知らせ ～高齢者接種について～

保健福祉課保健業務係・健康づくり係　☎（82）1013問

できる限り早期のワクチン接種開始を目指しています。しかし、ワクチンの供給状
況によって変わるため、決まり次第、広報紙やホームページ等でお知らせします。

●接種開始時期

コールセンターを設置し、予約受付やお問い合わせの対応を行います。
予約専用ダイヤルのほか、スマートフォンやパソコンから
予約できるシステムを整備しています。

●予約について

　まずは、65歳以上の高齢者の人へ封筒（右図）が届きます。
　ワクチンの接種とともに、案内や予診票等が同封されていますので、
ご確認ください。

1人につき2回接種します。ワクチンの種類により、おおむね3週間または4週間の
間隔で接種します。接種は2回とも無料です。

●回 数 ・ 費 用

●会　　　　場 町農村環境改善センター　多目的ホール

●ワクチンとは？
　一般的に、感染症にかかると、原因となる病原体（ウイルスや細菌など）に対する「免疫」（抵抗力）ができます。
免疫ができると、その感染症の再発を防ぎ、かかったとしても症状を抑えるなどの効果があります。予防接種
とは、このような体の仕組みをつかって、病気に対する免疫をつけることや、免疫を強くするために、ワクチ
ンを接種することをいいます。

5 0％以上 接種部位の痛み、疲労、頭痛

1 0 ～ 50％ 筋肉痛、悪寒、関節痛、下痢、発熱、接種部位の腫れ

1 ～ 10％ 吐き気、嘔吐

大部分は接種後
数日以内に回復します

　また、通常3週間の間隔で2回接種することになっています。接種後15～30分の安静および観察が推奨さ
れています。
　かかりつけ医をお持ちの人は、ワクチン接種について、ワクチンを受けてもいいか、ご相談ください。

●新型コロナウイルスワクチンについて
・ファイザー社製のワクチンを打つことで、発症リスクを約95%下げる効果があると報告
されています。また、重症化予防の効果もあるといわれています。

・このファイザー社製のワクチンは、新しいmRNAワクチンであり、効果が発現した後、
体内で速やかに分解される安全性の高いワクチンです。

・新型コロナウイルスワクチンには、次のような副反応の症状が現れることがあります。

①効 果 に つ い て

②副反応について
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コンビニ収納・スマホ収納がはじまります！
　令和３年４月１日から、矢掛町の税金や料金について、全国のコンビニエンスストアで納付ができる「コンビニ
収納」が始まります。また、スマートフォンアプリで納付ができる「スマホ収納」も併せて開始しますので、ぜひ
ご利用ください。
　なお、今までどおり役場窓口、指定金融機関でもお支払いできます。

ますます便利に！

●対象となる税金・料金
　【税　金】　町県民税、固定資産税、軽自動車税種別割、国民健康保険税
　【料　金】　介護保険料、後期高齢者医療保険料、町営住宅使用料、特定公共賃貸住宅使用料、定住促進住宅使用料、
　　　　　　水道料金および下水道料金
●支払い可能なコンビニ　セブン－イレブン、ローソン、ファミリーマートなど
　　　　　　　　　　　　※お支払い可能なコンビニは、納付書に記載しています。
●利用可能なスマートフォンアプリ　　PayPay、LINE Pay、支払秘書、PayB
●納付書が変わります！
　コンビニで納付できる納付書には、バーコードが印字され、
納期ごとに１枚の納付書になります。納付の際には、納期と
納期限をよくお確かめの上、間違いがないようにご注意くだ
さい。
●コンビニ収納・スマホ収納で取り扱うことができない納付書
　•バーコードが印字されていないもの
　•納付書１枚につき、30万円を超えているもの
　•納付書の破損や汚れによりバーコードを読み取ることがで
　　きないもの
　•納付書に印字されている金額を訂正したもの

◆コンビニ収納
•バーコードが印字されている納付書をコンビニレジに提出し、現金でお支払いください。
　※クレジットカードや電子マネーでのお支払いはできません。

◆スマホ収納
•領収書が発行されませんので、領収書または軽自動車税種別割継続検査用納税証明が必要な場
合は、スマホ収納以外の方法で納付してください。

•スマホ収納と納付書での重複納付にご注意ください。

注  意  事  項

問い合わせ先
　　（税・介護保険料・後期高齢者医療保険料）　町　民　課　☎（82）1011
　   （住宅使用料）　　　　　　　　　　　　　　建　設　課　☎（82）1014
　　（水道料金および下水道料金）　              　　上下水道課　☎（82）0173

◆ 便利で確実な口座振替もご利用ください！◆
　「銀行やコンビニに行けない」、「納期を忘れてしまいそう」・・・という人は、口座振替がおすす
めです。一度手続きをするだけで、納期限に指定口座から税金等が引き落とされるため、納め忘れ
の心配がありません。
　•申込先金融機関　　中国銀行、広島銀行、トマト銀行、笠岡信用組合、
　　　　　　　　　　　晴れの国岡山農業協同組合、ゆうちょ銀行
　•申込方法　　　　　預金通帳、預金者の届出印をご持参の上、各金融機関等で手続きをしてく
　　　　　　　　　　　ださい。

↑コンビニで納付できる納付書（例）

見本
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Information
まちからの

お知らせ

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 2552番地２（旧矢掛商業高校跡）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

矢掛ビジターセンター問屋　3/28オープン矢掛ビジターセンター問屋　3/28オープン
　3月28日㈰にいよいよ道の駅山陽道やかげ宿が
オープンします。同じ日に矢掛ビジターセンター
問屋もオープンとなります。
　矢掛ビジターセンター問屋は「玄関」である道
の駅を一歩入って矢掛町を観光する人が最初に訪
れる施設として、矢掛商店街にある観光施設情報
や飲食店等のお店の情報はもちろんのこと、町内
にあるさまざまなお店や観光スポットの情報をお
客さんに提供する役割を担います。建物は古民家
を改装し、大きな梁が見える素晴らしい建物で皆

さんをお迎え
します。ぜひ、
町民の皆さんもお越しください。
（矢掛ビジターセンター問屋は3/28からやかげDMOが指定管理を受け
て、管理・運用を行います。それに伴いやかげDMOの事務所も矢掛ビ
ジターセンター問屋へ機能を移します。）

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信
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共済組合井笠支所

たかつま荘

矢掛郵便局

矢掛病院

やかげ文化センター
矢掛町役場

矢掛小学校
老人福祉センター
矢掛会館

矢掛駅
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方
地
要
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成
敷
倉

商工会館
新栄橋

小田川

w.c.

w.c.

本陣会館

嵐山公園

旧矢掛本陣
石井家住宅

矢掛屋本館

農村環境改善センター

矢掛認定こども園

江尻記念館
やかげ郷土美術館
美
術
館
通
り

旧
松
山
街
道

w.c.矢掛屋
温浴別館

備中屋長衛門

やかげ町家交流館 山陽道やかげ宿

旧山陽道

卍
専教寺卍

卍
多聞寺

井原線
矢掛
高等学校

ふれあい
広場

w.c.

弦橋

井原警察署
矢掛幹部派出所

サインタワー

古意庵

（一財）矢掛町観光交流
推進機構【やかげDMO】
（旧矢掛商業高校跡）

国道 486号線

大仙院

矢掛ビジターセンター問屋
（（一財）矢掛町観光交流推進機構
【やかげDMO】事務所）

旧矢掛脇本陣
髙草家住宅

といや

と い や
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高齢者福祉に関する各種サービスのお知らせ

　緊急時に援助を必要とする高齢者および身体障害者を対象に緊急通報装置を貸与しています。ボタンを押すだけ
で見守りセンターにつながり、相談や助けを呼ぶことができます。また、急病や災害発生時等、緊急時には必要に
応じて救急車の出動要請を行います。

■問保健福祉課福祉推進係　☎（82）1013　有線 0581

高齢者等見守りシステム

サービス名 賃与品・使用回線・サービス内容等 対　象　者 負 担 費 用

緊急通報装置 緊急通報端末・ペンダントを貸し出し。
電話回線を使用。

65歳以上の１人暮らし 月額900 円

センサー付
緊急通報装置

緊急通報端末・ペンダント・見守りセン
サーを貸し出し。
センサーが異常を感知し、自動的にコー
ルセンターに通報。電話回線を使用。

・65歳以上の１人暮らし
・85歳以上のみの世帯
・身体障害者手帳１級を
  持つ１人暮らし

•初期設置費用2,500 円
•月額　　　　　 900 円

　調理困難な高齢者等に対し、お弁当を配達します。
　週に４食までは町が１食220円を負担し、４食を超える場合は、全額自己負担になります。
●対象者　町県民税非課税世帯の調理困難な65歳以上のみの世帯、または障害者のみの世帯
　　　　　※おかずのみを頼むこともできます。配達条件等は業者によって異なります。

配食サービス

　在宅で６か月以上、ねたきり高齢者、認知症高齢者、障害者を介護されている人に対して介護手当を支給します。
●支給額　10,000円／月
●対象者　（①～③のいずれかの要件に該当する人）
　　　①65歳以上で要介護４または５常時寝たきり状態である人
　　　②65歳以上で認知症があり、問題行動がある人
　　　③20歳以上で身体障害者手帳１級・２級または療育手帳Ａを持ち、寝たきりまたは歩行不能状態である人
　　　※いずれも過去６か月の間に１か月あたりの入院・入所・ショートステイの利用日数が合計10日を超えてい

ないことが条件です。

ねたきり老人等介護手当

　矢掛町では、在宅で生活されている高齢者の皆さんが利用できる福祉サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには申請の上、審査が必要となります。サービスによって対象者や条件が異なり
ますので、詳しくはお問い合わせください。

国民健康保険の被保険者証と高齢受給者証が一体化されます
■問町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線 0571

　国民健康保険被保険者で70歳以上75歳未満の人に、これまで別々に交付していた「被保険者証」と「高齢受給者証」
が一体化され、「国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証」となります。
　令和３年４月以降更新されるものから順次変更され、現在、お手元にある
ものは更新までそのまま使用できます。手続きの必要はありません。
　従来は、医療機関などの受診の際に２枚必要でしたが、更新後は１枚のみ
の提示となります。

↑更新後の被保険者証

見本
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保健福祉課保健業務係・健康づくり係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

4月の健康カレンダー

Health  Calendar　AprilHealth  Calendar　April

休日当番医

  4日㈰
11日㈰
18日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１０５０小　塚　医　院
25日㈰ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(84)０００１あゆみクリニック

と　　き 病　　　院　　　名

毎年、３月の第２木曜日は世界腎臓デーです

29日㈭/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

健康・子育て・こころ

受付：午後０時４０分～（２部制）
開催：午後１時～  7日㈬ 2歳児歯科健康診査

  8日㈭ すこやか育児学級
対象：7～10か月児

受付・開催と　き 内　　　容

受付：午前９時１０分～９時３０分
開催：午前９時３０分～

育児相談14日㈬
※2歳児歯科健康診査・すこやか育児学級・育児相談の会場は、
　老人福祉センターです。

受付：午前９時～１０時
開催：午前９時～

　腎臓病は健康を脅かす重大な病気ですが、自覚症状が少なく、その恐ろしさについてあまり知られていません。
そこで、腎臓病治療の大切さを広く認知してもらうことを目的に、毎年3月の第2木曜日が「世界腎臓デー」
と定められています。
　定期的に健康診断を受けて自分の腎臓を見直してみましょう。

●腎臓の働きとは？
１  体の中にたまった老廃物を出す（おしっこをつくる）
２  血圧のコントロール
３  体の水分や塩分などのバランスを調整する
４  赤血球をつくる働きを助けるホルモンを出す
５  ビタミンＤを活性化して骨を強くする

・さまざまな原因で腎臓の働きが徐々に悪くなる病気のことです。
・「たんぱく尿など腎臓の異常がある」、「GFR（糸球体ろ過量）が60未満に低下する」のいずれか、または両方
が3か月以上続いた状態のことです。
・日本では成人の8人に1人が慢性腎臓病（CKD）の疑いがあると言われています。
・初期にはほとんど自覚症状がありませんが、進行すると透析治療が必要になります。

●慢性腎臓病（CKD）とは？

●生活習慣を改善するポイント　※医師の指示がある場合は従ってください。
□血圧を測りましょう：毎日、同じ時間・条件で測る
□体を動かしましょう：運動習慣がない人も、生活の中で少しでも体を多く動かすように意識する
□禁煙しましょう
□薬の必要以上の服用はやめましょう
□塩分を控えめにしましょう：1日の食塩摂取量は成人の場合3g以上6g未満になるように意識する
　　　　　　　　　　　　　　（参考：小さじ1杯＝6g）
□果物はほどほどに：1日の食べる目安は100～200g
□食べすぎ、お酒の飲みすぎに気を付けましょう
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自衛隊入隊予定者を激励

JA晴れの国岡山から交通安全物品が
寄贈されました

　2月22日、自衛隊に入隊予定の
髙
たかつき

月優
さや

香
か

さん（矢掛高校３年生）の
激励会を行いました。髙月さんは「立
派な自衛官になるために努力をした
い」と意気込みを語りました。
　本町からは、2名が4月から自衛
隊で訓練に励むことになります。

　2月9日、JA晴れの国岡山とJA
共済連岡山から町へ夜光タスキ等の
交通安全物品が寄贈されました。

まちのわだい

　2月 8日、町と岡山弁護士会は災害時の法律相談
業務等に関する協定を結びました。
　この協定により、町は災害時、役場や避難所に弁護
士の派遣を要請することができ、り災証明書の申請な
ど、無料で相談することが可能になりました。また、
平常時は、町民向けの災害に関する研修に弁護士を講
師として派遣するよう要請ができます。
　猪木健二会長は「災害時、身の回りの困りごとを相
談してほしい。必要な情報をお届けしたい」と話し、
山野町長は「町民にとって大変心強い協定である」と
話しました。

↑協定書を手にする猪木会長（写真左）と山野町長

ふれあいのつどい、星野ルネ氏講演
　2月 27日、文化センターで「ふれあいのつどい」
が開催されました。
　カメルーン生まれ、姫路市育ちの漫画家、星野ルネ
氏が「アフリカ少年と考える多様性のある社会」と題
して講演を行いました。
　母親はフランス語、父親は関西弁。家庭内にもある
多様性のエピソードを自身が描いた漫画を用いて表
現。肌の色や食文化の違いから感じていた孤独も、人
生のほんの一部。広い視野が人生を楽しくすると訴え
ました。
　星野氏は、多様性のある社会の生き方について、「ま
ずは、笑顔で挨拶が入口。周囲の人に興味や関心をも
つことが多様性に繋がる」と語りました。
　この日は、講座生による大正琴や着付け、太極拳の
舞台発表や華道、洋裁などの作品展示がありました。

↑自身の漫画を交えて講演する星野ルネ氏

災害時の法律相談業務に関する協定締結

美川・川面・中川小学校、オンラインで合同発表
　児童生徒１人あたり１台のパソコンを整備する国の
GIGAスクール構想が、３月１日から町内の小中学校
でスタートしました。
　３月９日、タブレットパソコンを活かして、美川、
川面、中川小学校の３校が合同で発表会を開催。児童
らは、アンケート調査の実施や、ポスターの作成など
学習した成果を、オンライン上で発表しました。
　この日は、「川の環境を良くするためには、どうした
らいいか」、「美山川と周辺環境を守るための取り組み」
など児童が感じる身近な川（美山川・星田川・小田川）
について調査したことをお互いに伝え合いました。
　パソコンを有効に活用した授業を通じて、意欲的に
学習・交流する児童の姿が見られました。

豊かな森づくりを目指して
　町では、「おかやま森づくり県民税」
を活用した森林保全施策を行ってお
り、森林クリーン事業として17団体
の参加による共有山林の下刈りや枝
打ちが行われました。また、亀島キ
ャンプ場では松枯れ防止対策として
薬剤を樹幹に注入し、松くい虫から
木を守るなど森林のもつ多面的機能
の促進を図っています。



　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　先月から今月にかけて受験や資格試験に向けて勉強し
ている人たちを多く見かけます。

　２月20日の山陽新聞の「14歳の君へ」で南極観測隊の料理を作っていた渡貫淳子さん
の経験が次のように述べてありました。
　“夢は見つけるものではなく出合うもの、出合った時に全力でぶつかれる技術を身につ
けておきたい”“好きなことがあったらそれだけで強み”と。
　それぞれの目標に向かって進む皆さん。一人一人目指すものは違いますが元気で頑張っ
てほしいと思います。図書館からエールを込めて…。

カウンターからの情景

矢掛町内の児童が掲載されています。ぜひ、ご覧くだ
さい。

「読書感想文集2020　第66回青少年読書感想文岡山県
コンクール優秀作品」� 岡山県学校図書館協議会／発行

図書館のイベント
おはなしらんど
◆と　き　3月27日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター
など楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　毎月1回
◆ところ　やかげ文化センター
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合がありますので
ＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

郷土にゆかりのある本
「令和２年度おかやま矢掛本陣文学賞受賞
作品集」　　　　　　　　　　矢掛町教育委員会／発行
令和２年度のおかやま矢掛本陣文学賞受賞の作品集で
す。ぜひ、ご覧ください。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

展　示　室　　　　　　　　収蔵品展「田中塊堂と佐藤一章�～代表作を中心に～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月13日（日）まで

町民ギャラリー
◆美術館講座作品展
　　洋　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 月 16 日（火）〜 21日（日）
　　フラワーアレンジメント　　　　　　　　　　3 月 20 日（土・祝）〜 21日（日）
　　烏城彫　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 月 23 日（火）〜 28 日（日）
◆あ～とてらこや卒業記念作品展　　　　　  4 月   9 日（金）〜 11 日（日）

4月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4

12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

28 29 30

火水木金土月

は休館日3月の休館日
　22日（月）・29日（月）

　このたびの収蔵品展では、名誉町民である書家・田中塊堂と洋画家・
佐藤一章の代表作を一堂に展示します。春から初夏にかけての季節が
感じられる作品も展示しますので、ぜひ美術館へご来館ください。

　右の作品は佐藤一章が、岡山大学教授の職を辞し、神奈川県川崎市
に転居し、制作一筋の生活を送る中で描かれました。
　春先、いまだ雪を頂く箱根は駒ヶ岳の雄大な姿を鮮やかな色彩と野
性的な筆致でダイナミックに表現しています。厳しい生活の中に身を
置き、自らを律しながら絵を描くことに専念する一章の気概が感じら
れる作品です。

佐
藤
一
章
「
残
雪
の
駒
ヶ
岳
」
　昭
和
32
年

　本
館
蔵

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

＊鑑賞無料
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★�対 象 者★　町内在住で令和 2
年4月生まれのお子さん

★応募期限★
　令和 3年3月31日（水）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏
名（ふりがな）③性別④生年月日
⑤電話番号⑥20字程度のメッセ
ージを添えてご応募ください。
★�応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線�0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？
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井
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二
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　詠

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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田
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み
子

ガ
ラ
ク
タ
と
書
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箪
笥
に
ま
た
仕
舞
う�

山
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人
間
を
操
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術
を
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っ
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猫�

選
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　吟

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

�　����え���ぎ　���かなめ

江木　要くん（矢掛）
（R2年 3月22日生まれ）
これからも元気ですくすくと
大きくなってね

�����おか��だ　つかさ

岡田司沙ちゃん（内田）
（R2年 3月25日生まれ）
優しくて明るい元気な子に育
ってね☆

����すけがわ�り��お

祐川莉鳳ちゃん（矢掛）
（R2年 3月20日生まれ）
莉鳳ちゃんの笑顔が大好き♡
ありがとう！

��　　た��なか　��みなと

田中　湊くん（矢掛）
（R2年 3月22日生まれ）
１歳おめでとう！お姉ちゃん
と仲良く元気に遊ぼうね☆

くらしのカレンダーを
ご活用ください

　「矢掛町くらしのカレンダー」の
令和 3年度版が完成し、各家庭へ
の配布を始めました。
　このカレンダーは、町の諸行事、
ごみの収集日・分別方法や保健計画
などを一括的にお知らせし、日々の
生活に役立てていただくため、町が
毎年３月に発行しているものです。
　事業所等で別途必要な場合は、町
民課窓口や総務防災課でお渡しし
ていますので、お越しください。

■問総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,915 人（－19） 
　男　     6,675 人（－17） 
　女　     7,240 人（－  2）
世帯数　  5,492世帯（－2）

令和３年３月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

令
和
３
年
成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

　
矢
掛
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
延
期
し
て

い
た
令
和
３
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
令
和
３
年
５
月
２
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
対
象
者
　
平
成
12
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　
町
内
在
住
の
新
成
人
に
は
、
個
別

に
案
内
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。
町

外
に
住
所
登
録
を
し
て
い
て
、
矢
掛

町
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
す
る
人

は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
募
集

　
応
募
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
人
員
　
１
人

◦
応
募
資
格
　
患
者
さ
ん
の
情
報
等

に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人
（
受
付
事
務
等
で
電
子
カ
ル
テ

等
を
使
用
す
る
た
め
）

◦
仕
事
内
容
　
受
付
事
務
・
電
話
対

応
・
支
払
対
応
（
業
務
に
は
夜
間
に

お
け
る
救
急
車
や
電
話
へ
の
対
応
が

含
ま
れ
ま
す
。）

◦
給
　与
　
１
回
あ
た
り
１
１
，
０

０
０
円

◦
勤
務
時
間

日
直
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

宿
直
：
午
後
５
時
〜
午
前
８
時
30
分

　
月
10
回
程
度
の
勤
務
（
土
日
祝
日

勤
務
あ
り
）
※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■問
矢
掛
病
院
事
務
局
庶
務
係

☎（
82
）１
３
２
６

手
話
・
要
約
筆
記
の
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
の
募
集

　
障
が
い
が
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、
井
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し
て
い

る
手
話
・
要
約
筆
記
の
奉
仕
員
養
成

講
座
に
つ
い
て
、
矢
掛
町
在
住
の
人

も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
受
講
場
所
　
井
原
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
予
定
）

◦
受
講
回
数
　
年
間
で
16
〜
24
回
程

度◦
受
講
料
　
無
料
　
※
テ
キ
ス
ト
代

は
必
要

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
３
月
26
日
㈮
ま
で

に
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
募

集
し
ま
す
。

　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

募集種目 受験資格（男女問わず） 受　付　期　間
一般幹部候補生 22 歳以上 26歳未満 3月 1日〜 4月28日
一般曹候補生

18 歳以上 33歳未満
3月 1日〜 5月11日

自衛官候補生 年間を通じて実施

予　　備
自衛官補

一般 18歳以上 34歳未満

１月 6日〜 4月 9日
技能

18歳以上国家免許資
格等を有する者（年
齢上限等お問い合わ
せください）

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り
なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,915 人（－19） 
　男　     6,675 人（－17） 
　女　     7,240 人（－  2）
世帯数　  5,492世帯（－2）

令和３年３月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
　
高

梁
地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

「
借
金
・
滞
納
、
そ
の
請
求

に
困
っ
た
ら
司
法
書
士
へ
」

電
話
相
談
会
開
催

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、借
金・

家
賃
・
奨
学
金
そ
の
他
の
金
銭
の
請

求
に
お
困
り
の
人
を
対
象
と
し
て
電

話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
３
月
27
日
㈯
　
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

◦
電
話
相
談
　
０
８
６
（
２
２
４
）

２
３
３
４
（
当
日
専
用
電
話
）

　
請
求
書
な
ど
、
ご
相
談
に
関
す
る

資
料
を
手
元
に
お
持
ち
の
上
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　
予
約
不
要
・
相
談
料
無
料
・
秘
密

厳
守

■問
担
当
：
司
法
書
士
　
原
田

☎
０
８
６
５
（
６
２
）
２
１
３
１

性
暴
力
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

相
談
「
キ
ュ
ア
タ
イ
ム
」

　
内
閣
府
で
は
、
性
暴
力
に
関
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
「
キ
ュ
ア
タ
イ
ム
」
を

再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
週

４
回
、
性
暴
力
被
害
者
支
援
等
を
行

う
団
体
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
被
害
者
に
寄

り
添
い
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
年
齢

や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
で
き

ま
す
。
外
国
語
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◦
受
付
曜
日
　
月
曜
日
、
水
曜
日
、

金
曜
日
、
土
曜
日

◦
受
付
時
間
　
午
後
４
時
〜
午
後
９

時◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://curetim
e.jp

◦
ツ
イ
ッ
タ
ー

https://tw
itter.com

/curetim
e1

■問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
男
女
間

暴
力
対
策
課

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
２
１
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
３
月
26
日
㈮
、
４
月
9

日
㈮
、
23
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　き
　
４
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
〜
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
４
月
21
日
㈬
　
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
４
月
７
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
４
月
７
日
㈬
、
14
日
㈬
、

21
日
㈬
、
28
日
㈬
　
午
前
９
時
〜

正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
〜
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　き
　
4
月
14
日
㈬
　
午
前
10

時
〜
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
〜
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

相

　
　談

有料広告 有料広告

小田郡矢掛町矢掛 2579
☎ 0866-82-0107
 11：00～14：00/17：00～22：00
   （L.O30分前）
■休月曜日・第 1火曜（祝営業、翌休み）

お持ち帰り2枚ご注文で
3枚目が無料※肉玉そば相当

サービス実施中！
　　　　　※コロナ対策

肉玉そば肉玉そば 620円620円

おこのみやき 大 国 屋

おこのみやき 大国屋
Facebookページ

出張サービス

はじめました！
！

出張サービス

はじめました！
！

会社やイベント等
に伺います！
会社やイベント等
に伺います！
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す
。
そ
の
結
果
、
家
庭
内
で
の
人
間

関
係
の
悪
化
や
家
族
の
介
護
疲
れ
な

ど
が
起
き
や
す
く
、
高
齢
者
虐
待
の

発
生
や
深
刻
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
虐
待
と
は
？

◦
身
体
的
虐
待
　
平
手
打
ち
を
す
る
、

つ
ね
る
、
殴
る
な
ど

◦
心
理
的
虐
待
　
怒
鳴
る
、
の
の
し

る
、
無
視
す
る
な
ど

◦
性
的
虐
待
　
排
泄
の
失
敗
の
罰
と

し
て
下
半
身
を
裸
に
す
る
な
ど

◦
経
済
的
虐
待
　
預
貯
金
な
ど
を
本

人
の
合
意
な
し
に
使
用
す
る
な
ど

◦
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
　
食

事
や
水
分
を
与
え
な
い
、
入
浴
な
ど

の
必
要
な
介
護
を
行
わ
な
い
な
ど

　
介
護
を
す
る
家
族
の
負
担
は
、
想

像
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
い
も
の
で
す
。

介
護
に
一
生
懸
命
に
な
る
あ
ま
り
、

疲
れ
切
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
虐
待
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
介
護
を
一
人
で
、
あ
る
い

は
家
族
で
抱
え
込
ま
ず
、
心
配
な
こ

と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

農
地
賃
借
料
情
報

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お

け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■問
矢
掛
町
農
業
委
員
会
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

「
矢
掛
町
川
面
農
産
加
工
所
」

の
使
用
に
つ
い
て

　
農
産
物
の
加
工
製
品
の
開
発
・
研

究
や
生
産
推
進
の
場
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。
な
お
、
使
用
に
は
、
事
前

申
請
等
が
必
要
で
す
。

◦
所
在
地
　
東
川
面
１
３
７
１
番
地

２
（
川
面
公
民
館
東
隣
）

◦
使
用
目
的
　
①
農
産
物
の
加
工
に

よ
る
高
付
加
価
値
化
の
研
究
、
②
農

産
物
加
工
製
品
の
開
発
・
研
究
、
③

加
工
用
農
産
物
の
生
産
推
進

◦
使
用
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
10
時
（
準
備
・
片
付
け
を
含
む
）

◦
使
用
料
　
町
内
在
住
者
：
無
料（
右

記
の
目
的
以
外
の
使
用
時
は
３
０
０

円
／
時
間
）

町
外
在
住
者
：
３
０
０
円
／
時
間（
右

記
の
目
的
以
外
の
使
用
時
は
６
０
０

円
／
時
間
）

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

　
高
齢
者
の
介
護
は
、
心
身
に
負
担

が
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
の

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
多
く
の
高

齢
者
が
外
出
を
控
え
、
自
宅
で
長
い

時
間
を
過
ご
し
が
ち
に
な
っ
て
い
ま

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） ３月22日㈪ ３月25日㈭

手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（1月申請分）４月7日㈬

町民課
国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（2月申請分） ３月17日㈬

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（2月申請分）３月30日㈫

保健福祉課子育て支援室
☎（82）1013��有線 0532

心身障害者医療費（2月申請分）
難病者等給付金（10～3月分）３月30日㈫

保健福祉課福祉推進係
☎（82）1013��有線 0581

※�口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

※�納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

※データ数は集計に用いた筆数
※物納の場合は 60kg 当たり 13,600 円に換算、標準的な水準を算出するため、全賃借料データの
平均値±70％を超えるもの・水稲以外のものを除いています。
※金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
※賃借料情報は実勢の集計値であり拘束力はなく、賃借料決定の参考として提供するものですので、
実際の契約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議した上で締結してください。

地　域 平均額 最高額 最低額 データ数 面　積 備　考
賃 貸 借（有償）
によるもの 矢掛町全体 6,200円 11,800円 2,100円 128筆 20.4467ha 田（水稲）
使用貸借（無償）
によるもの 矢掛町全体 ― ― ― 291筆 32.88643ha 田（水稲）

お
知
ら
せ

有料広告
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◦犯罪・交通事故発生状況（令和３年３月８日現在）

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
17

％
を
10
・
18
％
へ
、
介
護
保
険
料
率

は
1
・
79
％
を
1
・
80
％
へ
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

■問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６
（
８
０
３
）
５
７
８
０

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
お
よ
び
家

屋
の
評
価
額
等
を
記
載
し
た
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◦
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈭
〜
５
月

31
日
㈪
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
閉
庁
日
は
除
く
）

◦
縦
覧
場
所
　
町
民
課
窓
口

◦
縦
覧
で
き
る
人
　
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
か

ら
委
任
を
受
け
た
人

◦
必
要
書
類
　
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
代
理
人
は

委
任
状
）

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

４
月
５
日
㈪
・
16
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

ときは、速やかに住所地を管轄する公安委員会に届け出
なければなりません。県内であれば、運転免許センター
または全ての警察署で手続きができます。
◦届出場所および受付時間
◦岡山県運転免許センター
　月曜日～金曜日
　　�午前10時～午前11時30分、午後２時～午後３時
30分

　日曜日
　　�午前10時30分～午前11時30分、午後２時30分
～午後３時30分

◦県内全ての警察署（矢掛幹部派出所を含む）
　月曜日～金曜日
　　午前８時30分～正午、午後１時～午後５時
◇祝日・休日、年末年始等の閉庁日は業務を行っていません。
◦問い合わせ先　◦岡山県運転免許センター（代表）
　　　　　　　　　　☎086（724）2200
　　　　　　　　◦テレホンサービス
　　　　　　　　　　☎086（724）4350

※進級・進学時における少年の非行・犯罪被害防止と
有害環境の浄化
　進級・進学時は、子どもたちが将来に対する焦燥や不安、
周囲の環境や人間関係の変化などから、非行に陥ること
が懸念されます。
　家庭においては、子どもに良いことと悪いことの区別
をはっきりとつけるなど、きまりを守ろうとする規範意
識をしっかりと持たせることが大切です。
　また、新たに子どもがスマートフォンなどのインター
ネット端末を使う場合は注意が必要です。インターネッ
トに潜む危険性を知らないまま、SNS等のコミュニティ
サイトを利用することで、犯罪に加担したり、わいせつ
な行為や自分の裸の画像を送らされたりするなどの犯罪
被害に遭う事例が後を絶ちません。そのため、家庭や地
域ぐるみで子どもたちの規範意識の向上に努めるととも
に、スマートフォンやタブレット端末、ゲーム機などの
インターネット端末のフィルタリング機能やペアレンタ
ルコントロール機能を積極的に利用して、子どもたちの
非行・犯罪被害防止に取り組むことが重要です。

※運転免許証の記載事項変更手続
　住所や氏名など運転免許証の記載事項に変更が生じた

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

４
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、

26
日
㈪
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
小
板
則
生
（
岡

山
市
）、
藤
井
荘
大
（
倉
敷
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

金
髙
成
光
（
矢
掛
）、
齋
藤
俊
明
、
江

尻
康
之
、
富
巳
子
、
千
佳
子
、
将
之
、

祥
子
、
遥
哉
、
悠
真
（
横
谷
）、
妹
尾

勢
津
雄
（
宇
内
）、伊
達
憲
治
（
小
田
）

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
古
角

喜
久
子（
矢
掛
）▼
川
面
公
民
館
へ（
金

一
封
）
土
屋
富
男
、
渡
邊
栄
一
（
西

川
面
）
▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

伊
達
憲
治
（
小
田
）
▼
や
か
げ
認
定

こ
ど
も
園
へ（
絵
画
）原
田
晋
作（
小

田
）
▼
小
田
保
育
園
へ
（
オ
ー
デ
ィ

オ
、
積
み
木
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
）

小
田
保
育
園
保
護
者
会
▼
や
か
げ
郷

土
美
術
館
へ（
絵
画
）團
迫
慶
子（
江

良
）
▼
矢
掛
病
院
へ
（
金
一
封
）
土

屋
富
男
（
西
川
面
）

※数値は暫定数です。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

2　月 5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 1 0 1 14 1 0 13
累　計 9 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 4 0 1 39 1 0 38
（前年比） +1 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 -1 ±0 ±0 ±0 +3 -1 ±0 -4 -4 ±0 ±0
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令
和
3
年
3
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
防
災
課
秘
書
広
報
係

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2021. 3
vol.105

Top News

リージョナルモデル通信　⑳令和2年度第3回リージョナルモデル研究協議会

　地域と高校の連携体制をどうやって深めていくかを研究する「リージョナルモデル(RM)研究協議会」。令和元年度春か
らスタートし2年間が過ぎました。この期間の中で行政、教育委員会、商店街、公民館など、様々な地域とのつながりが模
索され、次々に連携活動も実現しています。今年度最後の研究協議会では、今年の連携成果と来年度の構想などが話され
ました。

完成した矢高PR動画を
視聴するメンバー

矢高生の経済的負担を軽減する矢掛
町からの支援制度。今年度から始ま
り多くの生徒が活用。

【今年度の主な連携成果】
◎矢高生サポート事業

「地域での学び」の魅力も中学生たちに伝わ
り、矢掛高校は来年度入学生の「定員確保」
を実現。

◎R3入学希望者定員確保
制服費
54人

通学費
53人

通塾費
19人

英語検定
58人

資格取得
63人

　令和2年度卒業証書授与式が挙行され、普通科75名、地域ビジネス
科38名、計113名が矢掛高校を巣立っていきました。最後の1年間は
コロナ禍と重なりましたが、逆境にも負けず日々一生懸命に過ごした
学校生活は、今後の人生の糧になる経験になりました。卒業生代表答
辞では、これまで支えてくれた在校生、友人、先生、家族への感謝の
言葉が述べられました。

3月1日㈪卒業式

　「知（地）の拠点」大学として、地域人材育成をすすめる岡山県立大学で、
高校生と県大生の交流報告会が開かれました。県内12高校が参加し、
互いの地域活動（研究）を大学生と一緒に知り合う初のコラボ企画。矢高
からも「SDGsカードゲーム」を広めている生徒らが発表し、会場の学
生たちの関心を集めていました。

3月3日㈬県大生との地域活動報告会

　コロナ対策を徹底して行われた球技大会では、男子サッカー、女子
バスケットボールで白熱した試合が繰り広げられました。久しぶりの
クラス対抗イベントということもあり、生徒のテンションはMAX!ス
ポーツを通して、クラスの団結力をさらに高めることができました。

3月3日㈬球技大会

編

集

後

記

　
い
よ
い
よ
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
導
入
の
日
、
川
面
小
学
校
へ
取
材

に
伺
い
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
嬉
し
そ
う
に
操
作

す
る
児
童
や
「
調
べ
も
の
や
疑
問
解

決
に
活
用
し
た
い
」
と
話
す
児
童
、

学
習
に
対
す
る
姿
勢
に
感
心
し
ま
し

た
。

　
学
生
時
代
、
学
校
に
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
が
、

ま
さ
か
１
人
に
１
台
配
ら
れ
る
と
は
、

変
わ
る
教
育
現
場
に
驚
く
と
と
も
に
、

新
し
い
教
育
が
楽
し
み
で
す
。総務防災課秘書広報係

☎（82）1010　有線0522
問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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